
別紙１－２

評価基準

評価項目 評価内容 内訳 配点

全体の評価 20

提案内容の的確性 ・京都SCの実現に向けて的確な提案か 5

提案内容の実現性 ・提案内容は実現可能なものか 5

事業への理解・知識
・自治体情報SCへの理解・知識は十分か

・京都府独自の業務内容についての理解・知識は十分か
5

SLA(Service Level Agreement）
・十分な水準のサービスが確保されているか

・サービス水準を下回った場合の保証条件は十分か
5

提案項目①新SCの設計及び調達等に関すること 40

基本セキュリティサービス 15

・仕様書において求めている各機能をすべて満たしており、その機能の実現が確実な

ものとなっているか
10

・仕様書よりも優れた内容が提案されているか、またその提案はセキュリティ強化に

資するものか
5

公開Webサーバ対策サービス、Web/CMSサービス
・仕様書において求めている各機能をすべて満たしており、その機能の実現が確実な

ものとなっているか
10

無害化サービス、仮想閲覧サービス
・仕様書において求めている各機能をすべて満たしており、その機能の実現が確実な

ものとなっているか
10

仮想基盤サービス
・仕様書において求めている各機能をすべて満たしており、その機能の実現が確実な

ものとなっているか
5

提案項目②現行SCからの移行作業に関すること 10

現行SCからの移行について、協議会構成団体への負担が少ないものか 10

提案項目③新SCの運用・保守、監視等に関すること 20

セキュリティ監視・分析サービス ・具体的な業務内容や体制が示され、その内容が仕様を満たしているか 10

運用保守・監視サービス 10

・具体的な業務内容や体制が示され、その内容が仕様を満たしているか 5

・仕様書よりも優れた内容が提案されているか、またその提案は利用団体のリクエス

ト対応、障害発生時の復旧等に資するものか
5

業務実施体制 10

組織・人員 ・京都SCの移行に向けて十分な組織体制、人員が確保されているか 5

導入スケジュール
・想定される作業項目ごとに明確にスケジュールが示されており、かつ本業務の遂行

上妥当なものとなっているか。
5

小計 100

業務実績 本業務と同種・類似業務の実績があるか。 自治体情報SC構築・運用の業務実績を複数都道府県で有する 5 5

自治体情報SC構築・運用の業務実績を１都道府県で有し、SC以外で募集要領「３参

加資格（７）イ」（以下、「SC外実績」とする）の業務実績を有する
4

自治体情報SC構築・運用の業務実績を１都道府県で有する 3

「SC外実績」の業務実績を複数有する 2

「SC外実績」の業務実績を有する 1

国際規格
品質マネジメント及び情報セキュリティマネジメントの国

際規格（ISO）又は国家規格（JIS Q等）を取得している
品質マネジメント及び情報セキュリティマネジメントいずれも有している 5 5

品質マネジメント及び情報セキュリティマネジメントの一方のみ有している 3

品質マネジメント及び情報セキュリティマネジメントの両者とも有していない 1

府内企業 府内に本店、支店又は営業所等を有する者であるか。 府内に本店がある 10 10

府内に支店、営業所等がある 6

上記以外で府内在住者を雇用 4

上記以外 0

価格点（※） 満点（80点）×（提案価格のうち最低価格/自社の提案価格） 80

小計 100

合計 200

※価格は「移行業務」及び「サービス提供等業務（5年間)」の総額で計算する


